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ボ ケ 防 止 に つ い て 

碁楽連理事  石田 利雄 
碁楽連ニュース第 1 号のときから当時の熊崎会長は、碁の価値がボケ防止であること

を述べています。碁が強くなるための頭脳は、理解力・計画力の他に耐久力も必要です。 
特に老人は、体力維持が重要でボケ防止のベースだと思います。その方法の第一は歩く

ことだと思います。歩くにも楽しみを伴なえば持続が可能です。美しい景色を見られれ

ば良いのですが、見られない時は、公園や川を観察するのも価値があります。その例を

少しあげてみましょう。 
 

1. 清水公園 川口川沿いにある美しい公園です 
2. 栃谷戸公園 みなみの西北部で、町が現代的で公園は逆に素朴です。 
3. 御衣公園 自然と建物のバランスが良い 
4. 小宮公園・長沼公園 自然と広い面積が特徴 
5. 浅川・多摩川 川原の広さと山景色が良い 

 
囲碁も運動も持続するためには、栄養のバランスが重要で、三大要素のほかにも多く

の要素が必要です。次の要素も参考にしてください。 
 

1. ビタミン C 免疫力確保の基本 
2. しらす  関節痛をとる軟骨の原料 
3. カフェイン 血行を良くします 

これらのことから、頭と身体のボケ防止を行い囲碁で友好ができれば幸いです。 

碁楽連の目的 
碁楽連は、八王子市内に居住する高

年者が、囲碁を通じて親睦を図り、か

つ、健康を維持できるようにその機会

を提供し、高年者の福祉の増進に寄与

することを目的とする。 
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日  時  平成20年8月24日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会  場  台町市民センター（台町3-20-1 電話627－3808） 

主  催  台町寿囲碁同好会（会長 渋谷昭男 電話６６３－７６７６） 

後  援  八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院 

参加資格  市内に居住している６０歳以上で１０級以上の囲碁愛好者 

参 加 費  ７００円（弁当代を含む）非会員８００円 

競技方法  ２ないし３のクラス別に行い入賞者には賞品を進呈します。 

申 込 先  会長・渋谷昭男 散田町3－34－3 電話・ＦＡＸ663－7676 

申込期日  ８月1７日 

申込方法  なるべく所属同好会の会長を通して申し込んでください。 

注意事項  ①自家用車でのご来場はなるべくご遠慮ください。 

      ②失格にならないように定刻においでください。 

 

日 時  平成20年9月7日(日）受付 午前9時00分～9時30分 

会 場  由木中央市民センター (下柚木2-10-6 電話676-8123） 

主 催  由木寿囲碁同好会 (会長 杉渕 清 電話670-8733） 

後 援  八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院 

参加資格  市内に居住している６０歳以上で１０級以上の囲碁愛好者 

参 加 費  ７００円(弁当代含む）非会員８００円 

競技方法  ２ないし３のクラス別に行い入賞者に賞品を進呈します。 

申 込 先  会長代理 穂積宏易 長沼町134-79 電話635-9583 

申込期日  ８月３１日 

申込方法  なるべく所属同好会の会長を通して申し込んでください。 

注意事項  ①自家用車でのご来場はなるべくご遠慮ください。 

      ②失格にならないように定刻においでください。 
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呉清源・趙治勲さんに寄せて  同好会だより 

元八王子囲碁同好会   佐宗 源治 

 某囲碁雑誌で三好徹の棋談縦横という連載記事があり、呉清源と趙治勲の興味ある文

面に接したので紹介する。六歳の趙少年が来日したのは 1962年 8月。翌日、木谷門下の
百段突破祝賀会で趙少年は五子の指導碁を打ってもらった。相手は木谷九段の良きライ

バルだった呉清源九段の愛弟子林海峯六段（当時）で、趙少年は完勝してその才能を証

明した。事実、木谷門下は多くの名手を輩出したが，大三冠（棋聖、名人、本因坊）を

手中にしたのは彼だけなのである。石田芳夫、武宮正樹、故加藤正夫各九段のいわゆる

三羽烏は名人、本因坊は取ったが棋聖はまだで、小林光一九段は本因坊だけが手に届い

ていない。無論まだ望みはある。加藤さんは 52歳で本因坊に返り咲いた。文面は続いて
山下敬吾棋聖との棋聖七番勝負の第一戦（ブラジル戦）の開戦模様となるが記事の関係

で割愛する。 
 
 中国から碁の天才少年（当時 14歳）が来日したのは 80年前碁清源さんであるが、本
当に天才であるかと疑う人もいたらしい。日本棋院四段の棋士 4 人に対して呉さんは先
で全勝し本因坊秀哉名人との対局でも（手合は二子）勝った。正式三段が認められた。

現在の三段よりもはるかに重みのある三段だったが、生活費として財閥の大倉喜七郎（日

本棋院副総裁だった）が二年間月 200 円を補助した。大学出のサラリーマンの初任給が
40円の時代だったから決して悪くはなかった。棋士の収入は対局料が基本である。アマ
チュア相手の指導碁で収入を得る事ができるが、対局だけで生活できる事が望ましいの

はいうまでもない。呉さんは其の才能によって順調に昇段し臨時の新聞棋戦にも出られ

るようになったが現在のように多くのタイトル戦があり、低段者といえども勝ち抜けば

タイトルを取れるシステムならばもっと楽だった筈である。 
 
今タイトル料の最高金額は、「棋聖」の 4500万円で「名人」「本因坊」がこれに続いて

いる。三つとも取れば約 1 億円になるが、此れをスポーツの分野と比べたらどうだろう
かと文面は続いて、ゴルフ界分野との比較で紹介記事が出ているのだが ここでは省略す
る。要は分が悪いと見做されている。 
 記事は以上で終わるが、呉清源さんは現在 90余歳で元気な御様子と聞く。趙治勲さん
は現役で七番勝負の鬼と異名を持たれた人、天衣無縫、緻密な棋風で更なる名勝負を期

待したいものである。 
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投稿2題 

 

囲 碁 川 柳 十句    

石川寿囲碁同好会   戸野 敦充 

１ 蟷螂の 斧に似たるや 届かざる 

２ あの人が イケズをする 盤の上 

３ 値切られて 片手に満たぬ 地の哀れ 

４ 手を尽くし 終の棲み家が 二目の地 

５ 手に余る 石も打つのは 一つずつ 

６ 結ばれる 囲碁が取り持つ 他生の縁 

７ 一目を 惜しんで四、五手の 先読めず 

８ 篤姫も 同じ愉しみ 持つと知り 

９ 悟られぬ 様に黒石 ソット置き 

１０ どこまでが 本音かわからぬ 口三味線 

 

囲碁川柳との出会い・・・ずっと前、日本棋院発行の「週間碁」の記事の中に、いずみ

囲碁サロン募集の「囲碁川柳」があり、それに投稿し運よく二回入選したので、三回目

をと思っていたら募集の記事が載らなくなった。語呂合わせのように字句を並べたもの

で自戒の句として思いつくままに作ったものです。読んでいただき苦笑してもらえれば

幸いである。 

囲 碁 放 浪 記 

北野寿囲碁同好会   刀根 正樹 

囲碁を覚えたのは海の上であった。私は、新入社員であった。図南丸という捕鯨母船

に乗っていた。南極の魚場まで1日近くかかる。デッキにゴザを敷き碁盤に石を並べた。

赤道を越えると水平線上に南十字星が顔を出した。少女のように純白で可憐な姿だった。

囲碁人生の胸のときめく幕開けであった。 

 

 魚場に着き、鯨の巨体がデッキを占領した。碁を楽しめるのは時化で鯨が捕れない日

だった。碁盤に水をかけ石が滑らないようにした。大時化の時は濡れ手拭を盤上に敷い
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た。窓の外を氷山が流れて行く。大皿に鯨の尾身の刺身を盛りウィスキーのコップ片手

に石を取り合った。 

 帰国して釧路に勤務した。近海捕鯨の基地で夏から秋にマッコウ鯨が揚がった。駅の

近くに粗末な碁会所があった。数人の老人がわめきながら打っていた。私はまだ 5級程

度で誰も相手にしてくれなかった。近くの焼き鳥り屋で烏賊焼きを食べ悲哀を噛みしめ

た。帰路、北斗七星が無情に輝いていた。 

 

 その後、私は八王子市北野に新しく建設された食品工場に勤務した。その頃、北野は

まだ田園地帯だった。ある日、東京本社に出張し帰途新宿の歌舞伎町で一人酒を飲んだ。

大衆的な碁会所があり、かなりの盛況であった。やせたマダムが案内に立ち、鼻ヒゲの

ある紳士を紹介してくれた。ヤクザかと思ったが意外にマナーが良くスマートな棋風で

あった。意気投合して、紳士とゴールデン街の「飛翔」というバーに行った。マダムの

オリュウさんは、お茶水大卒で数年後長谷百合子という本名で参議院議員になったのに

は肝をつぶした。10年が流れようやく初段に手がとどいた。市ヶ谷の日本棋院で会社の

囲碁大会があった。売店で榧の碁盤に見とれていると紫色の着物を着た老女が声をかけ

てきた。名のある女流プロということであったが私は無関心だった。大会後、１階の食

堂で宴会があった。座敷は簡素で襖もなかった。料理は懐石風であでやかであった。酒

は新潟村上の久保田だった。北野の南口に碁会所ができた。ホラワタ（ほら吹き渡辺の

略）という老人が現れ猛威をふるった。木谷門下で修業し小林泉美プロとも友人という。

ともかく強い老人であった。まるでレベルが違っていた。私は３段で打っていたが月例

会で優勝し４段となり駅前の「養老の滝」に行き焼酎で乾杯した。50歳になり海外を旅

した。ロシア出張の途中ウズベキスタンを放浪し、更にタジキスタンのペンジケントの

遺跡をさすらった。グループの中に碁の好きな老人がいてしきりに囲碁の話をした。シ

シカバブという羊の肉を金串に刺して豪快に焼いた料理、ジュースのように甘いワイン、

タジクの娘が魅惑的な大きな瞳で微笑んだ。『爛柯堂（らんかどう）棋話の書に日蓮上人

の棋譜があるが天然自然、勝負を超越し、悠久の時の流れを感じる。宇宙の星座のよう

な輝きがある。』良い碁友が多いようである。本をよく読んでいた。何よりも碁を深く愛

していた。『人生は旅行なりという。考えてみれば私も日蓮の魂のように宇宙をさすらっ

ているのかもしれない。彗星のように、流れ星のように』 

 

平成 20年 74歳になった。私はまだ囲碁の宇宙を放浪しているらしい。碁楽連で各支

部をめぐり活きいき大会に参加し無上の喜びを感じる。血圧が上昇して酒は飲めなくな

った。あと何年碁を楽しめるだろう。見上げると抜けるような夏空の天元に太陽が笑っ

ていた。 
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第１８回活きいき囲碁大和田大会の結果 

開催日 ７月６日 大和田市民センター  参加者 ６９名  

（大和田21、北野20、中野4、浅川4、石川3、恩方2､長房5、元八4、由井3由木2、

非会員1） 

Aクラス 15名(7段～4段） 優勝 吉田 旭６段/浅川 準優勝 古賀照也6段/北野 

第3位 山本金昭4段/北野 

Bクラス 18名（4段～2段） 優勝 大山芳雄３段/石川→４段に昇格 準優勝 鈴木

浩治４段/大和田 第3位 佐々木胖充３段/由井 

Cクラス 18名(２段～初段） 優勝 田村 強２段/石川→3段に昇格 準優勝 根津秀

雄2段/大和田 第3位 浜中武夫初段/中野 

Dクラス 18名（1級～5級） 優勝 長島建治2級/由木→1級に昇格 準優勝 細田正

光2級/大和田 第3位 関下十三一3級/大和田 

 

第１８回活きいき囲碁石川大会の結果 

開催日 ７月２０日 石川市民センター  参加者 49名 
（石川 13、北野 12、大和田 7、台町 4、由井 2、長房 3、恩方 2、非会員 6） 
Ａクラス 18名（7段～4段） 優勝 松谷春夫 7段/非会員 準優勝 中村順二４段/石
川 第 3位 松島祐造 4段/石川 
Ｂクラス 18名（3段～2段） 優勝 石川幌二 3段/石川→4 段に昇格 準優勝 佐々
木胖充 3段/由井 第 3位 田村強 3段/石川 
Ｃクラス 13名 (2段～3級） 優勝 佐藤久雄初段/大和田→２段に昇格 準優勝 遠
藤博初段/非会員 第 3位 福島きみよ/非会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原稿募集 薄謝進呈 

囲碁の事に限らず、日常の出来事、ハイキング、旅行、ドライブ、読

書、音楽、短歌、俳句など・・・政治、宗教以外のことならなんでもＯ

Ｋです。また、同好会員の家族からでも結構ですのでお待ちしています。

匿名での掲載希望は、その旨お書きください。掲載させていただいた原

稿については，薄謝を進呈します。 
送付先 広報担当：磯部信広 〒192-0014 みつい台２－１３－１２ 

℡.６９１－３６７１ ｅ―メール isobe@tbn.t-com.ne.jp 
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平成２０年度第３回 ７月１３日開催 
下重利雄６段   小黒 尚５段   田中利孝 4段 浅川    ８勝 
池田 悟 3段   上田昭雄２段   正岡得達１級 
藤井 稔７段   光岡宏志７段   大塚 清５段 由井   １０勝 
安谷屋哲一３段  小野勝彦２段   宍戸金一郎初段 

北野    ７勝 広田桂助 5段   谷 透 4段   柳内光夫 4段 
 古屋常男３段   平田弘一２段   中尾 誠初段 
由木   １１勝 大場芙美夫７段  岡部隆男６段   杉渕 清５段 
 唐木 伸２段   菊池武雄初段   長島建治 1級 
元八王子  ７勝 山下則文６段   長島 廣４段   庄司則幸４段 
 笠原 正３段   柳 保治初段   石田 豊２級 
台町   １１勝 高本 衛７段   宮川将美５段   市川公雄４段 
 雨宮三男３段   本橋 茂初段   酒井晴永 3級 
川口    ６勝 森 寛 ７段   廣島松治５段   三浦隆郎３段 
 山本良宣３段   森田泰男３段   長澤勝美２段 
石川   １２勝 森下武司５段   松島祐造４段   中村順二４段 
 三宮敬典４段   田村 強３段   本間邦夫初段 
中野   １５勝 井上栄次郎７段  磯部信広６段   清水文彦６段 
 矢野亮一４段   宮崎誠一４段   浜中武夫初段 
大和田   ３勝 豊田弘伯５段   秀島昭次４段   鈴木浩治４段 
 安田 実２段   大里 宏初段   長谷山敏幸 2級 
恩方    ９勝 大川倭男７段   西山孝二 6段   五十棲健一５段 
 山崎 稔３段   田中正勝２段   靑木岩三初段 
長房    ９勝 佐藤要吉６段   小田辰郎４段   藤森 茂４段 
 笹本梅吉２段   川合義章２段   中込義弘３級 
 

昇段者誕生 

７月 13日の対抗戦で、浜中武夫初段（中野）が 3勝し、通算 8勝Ⅰ敗で
2段に昇段しました。 
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第３回碁楽連理事会・記録 
日 時  平成２０年６月２８日 9:00～11:00        (11:00～12:00 印刷) 

出席者  磯部(議長)、石田、渋谷、杉淵、斎藤、渕上  ６人 

II、審議事項 
１、八王子市民文化祭囲碁大会について 

・ 経過報告(渕上和夫・市民囲碁大会担当から) 
・ 前年度の反省と本年度の開催準備および PR 

  ２、八王子文化連盟について 
・ 経過報告(渕上和夫・八王子文化連盟理事から) 

３、日本棋院支部の設立申請について 
  ・碁楽連会員で棋院会員である者の人数調査 

  ４、棋聖大賞大会の開催期日の変更について 
・ ２１年１月１８日(日)を同月２５日(日)にかえる。 

  ５、地区同好会会長を対象とする会議の開催について 
・ 日時 ８月２０日(水) 10:00から 11:45まで 
・ 議案 ①記念事業実施細目  ②上記議案の３および４ 

  ６、その他  
・ 技術顧問との交流、情報交換会 ７月１２日（土）10:00 
出席する理事の確認                                   

・ 第４回理事会 7月 26日（土）9:00～11:00 
                 11:00～12:00  印刷 
                             

 以上 
 編集後記  

梅雨が明け、学校は夏休みになり海や川は連日賑わっている。まもなく夏のイベン

ト八王子まつりが始まる。碁楽連の行事も、活きいき大会が前半の 6 地区が終了し、
団体対抗戦もあと 2 回戦を残すまでになった。熱い戦いはまだ続きますが今年は碁楽
連創立 20周年記念大会を 11月 30日に従来の低段・高段の 2回にわけていた大会を 1
回で行う大イベントを計画していますのでご期待ください。 今月号は、投稿 2 件あ
りました。多様な話題をお待ちしています。7月 26日の八王子の夜空には花火が打ち
上げられ、いよいよ夏本番の開始です。   磯 部 


